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④グリーン（環境）に対する取組み（エコドライブは除く） 

 東北西濃 二興倉庫 ＳＳＸ 九州西濃 沖縄西濃 

 

 

新たに 

取組みした内容 

（テーマ） 

 

 

・ＥＳＧ／冬スタッドレスタイヤ＝前車リトレッ

ド 

夏タイヤへの交換を試験実施 

燃費向上の効果は立証されているものの、 

タイヤ保管場所／交換作業⇒外注などコス 

ト優先し年間通して冬タイヤ（※履きつぶし） 

⇒路線車２台／４月履き替え効果検証 

・資源再利用リユース契約（花巻リサイクル） 

到着商品の梱包資材（ラップなど）、引越 

廃材などを再資源化（３月契約） 

 

・商品事故の削減…目標８０％（前年比） 

・資材発注の本社管理 

・電気使用量の削減…目標８０％（前年比） 

・商品梱包資材削減 

当社専用の継続して使用する封書入れ、 

梱包箱を出荷時に荷主様へ貸与し、中味の 

書類、商品のみを配送時に引き渡し、輸送 

に関わる梱包資材削減によるＣＯ２排出の 

削減 

・輸送資材仕様変更 

パレット梱包、養生に使用するストレッチ 

フィルムの仕様変更（薄型、長さ増量）に 

より廃棄物排出の削減 

【取組み】 

・廃棄物のリサイクル活用 

【対象】 

・プラスチックパレット 

【取組み内容】 

・廃パレを買取業者にて定期回収 

・店所毎に３ケ月／１回 

・重量１枚／１０㎏換算 

・回収後リサイクル活用 

・分別を行い整理する（使用分・廃棄分） 

【電線ドラムの再利用】 

・ロジスティクス：フジクラ物流との共同事業 

で電線ドラムの木製ドラムを再利用 

 

【ペーパーレス化】 

・会議資料の紙媒体削減 

 

 

効果・実績に 

ついて 

・効果検証中 

・路線乗務員には走行音など軽減され好評 

保管／タイヤ交換＝水沢工務と調整必要 

検証結果踏まえ順次対象車両を拡大する 

ことでグリーン貢献していきたい 

・資源再利用の効果は検証中 

・商品事故件数…７７．８％ （前年比３月度） 

・資材使用量の可視化…管理により使用量

の検証 

・昼休みの消灯（現場除く）及び巡回による 

消し忘れの削減（自社物件）…７７．４％ 

（前年比３月度） 

【２０２２年度下期実績効果】 

・商品梱包資材削減 

  （輸送実績） 

専用封書、梱包箱３０５，０７７個 

 ※ＣＯ２排出削減６，７１２㎏ 

（０．０２２㎏／個） 

・輸送資材仕様変更（ストレッチフィルム） 

  厚み１４µｍ⇒６µｍ 

  長さ３００ｍ⇒７００ｍ／本 

  使用実績 ２０２２年１０月 ９３４本 

         ２０２３年 ３月  ５０１本 

 ※フィルム廃棄量 ５０％（メーカー調べ） 

廃棄芯 ▲４７２本（▲４８．５％） 

・３月実績 

回収重量：１，６２７㎏ 

買取価格：８，１３５円 

 

【電線ドラムの再利用】 

・ロジスティクス顧客：フジクラ物流様と共同 

事業で、配送を終えた電線ドラムの木製 

ドラム部を後日、回収サービスを実施中 

回収後は、弊社社員にて再生ドラムとして 

修復作業を行い、電線を改めて巻き付け 

出荷行う 

⇒顧客は木製ドラムを購入削減  

⇒配送先の顧客は廃棄物が削減 

⇒廃棄物の削減 

＊実績＊ 

２０２２年４月－２０２３年３月 

木製ドラム総数：４，４４３ドラム 

再生ドラム：２，７４９ドラム 

廃棄ドラム：１，６９４ドラム 

再生率：６１．９％ 

 

【ペーパーレス化】 

・部署長会議資料（月１回）をＰＤＦ化し 

紙ベースでの出力削減 

２２ページ×２２名＝３０８枚 削減 

・ＦＡＸをメール受信にし、必要分のみを 

紙ベース出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


